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   A 65-year-old man was first seen to the Kyoto University Hospital on August 22, 1958, 
with the chief complaints of dysuria, urinary frequency and painful erection for 2 months. 
Examination disclosed two firm, indurated, irregular masses in the penile shaft. Rectal ex-
amination revealed findings suggestive of carcinoma of the prostate, which was confirmed 
by perineal needle biopsy. On October 3, 1958, the primary prostatic carcinoma was treated 
by interstitial injection of radioactive colloidal chromic phosphate  (Cr'2PO4) through the 
combined retropubic-suprapubic approach according to Flocks' method, and a biopsy taken 
from the penile mass revealed metastatic adenocarcinoma distributed in small islets throu-
ghout the corporal bodies. Following this procedurs estrogen therapy was initiated, but the 
penile masses appeared to increase in size and turned to be ulcerative in type. On February 
5, 1959, palliative penile amputation was done but he became progres sively worse and 
expired on April 16, 1959 which was 7 months following admission. Postmortem examination 
revealed metastatic arcinoma involving the base of the bladder as well as metastases to 
pelvic parietes, retroperitoneal space, the liver and the periosteum of right tibia.
陰茎の続発性腫瘍は甚だ稀 なもので,本 邦例






臓器 としては膀胱,前 立腺,直 腸 等の近接臓器
が順位の上位 を占めていて,こ れ等 の中臨床的,
前立 腺癌 は既 に転移 を伴 つてい るものが多いが





















































































































部に対 して 再 びRadioactivecolloidalchromic
phosphate(Cr32PO4)5mcを注入し,会陰部外尿道
ド






影購 膜姓 じた転練 なる・とを示した(図8)
この頃から患者は次第に悪液質に傾き,4月16日,即











転移性 の腫瘍を陰茎に来 した例 は甚 だ稀 であ
つて成書 にも記載は少ない 表1は 本 邦に於け
る報告例 を集め,こ れに 自験例 を加えた もので
ある,尿 道癌に続発 した とい う 新 井(日 外 会
誌,40=1617,1939),関,入山(日 泌 尿 会
誌,44:308,1953)等の症例 は除 いた.ま た
国分,小 谷論文 にあげてあ る成島(1938):膀
胱癌の陰茎海綿体浸潤例は文献が不 明の為除い
てあ る.い つれ に しても本邦に於け る報告例は
10例に満たない もの と考 え られ る.
表1続 発性陰茎腫瘍症例(本邦例)
結 者零原発部噸 講 贅 他 部 位 の 転 移 巣 経 過
1緒 方68左 腎孟
左尿管,膀 胱,左精管及聖丸,
乳頭状癌購 淘謙翫 鉾騰歪講 ア星歎講欝膏浅薯切
葉),両 肺
文 献




小 西 馴 麟 欝 肋灘瞬 羨1灘難 燃
・縢29前 立腺 膀胱,骨盤,右 鼠径腺,左 肺,単 純 癌膵,肝,腸 間膜淋巴腺
半年前から半勃起状態,入 院4
日目に死亡





日泌 尿 会 誌,
38:41,1947.
日泌 尿 会 誌,
40:(3),5,
1949
臨 床 皮 泌,
9:959,1955,
・墾 答72直 腸 腺 癌 レ線学的に肺転移を認む
2年 前 に 直 腸癌 手 術,3ヵ 月 前1日泌 尿 会 誌
,か ら排 尿 障 害 ,そ の後 の 経 過 は49 :285,1958.記 載 な し









McCreaandTobias(1958)等が 文 献 か













































































皮 膚 1 1
合 計1 140 69 67
え れ ぱ 全 体 の909fof以上 を 占 め る こ と に な る.そ
し て これ 等 の 中 で 膀 胱,前 立 腺 及 び 直 腸 と い う
解 剖 学 的 近 接 臓 器 が 他 に ぬ き ん 出 て 多 い こ と に
は 不 思 議 は な い が,睾 丸,腎 が か な り の 数 を 占
め て い る こ と は 転 移 の 発 生 経 路 に 関 連 し て 興 味
の あ る 点 で あ る.
続 発 性 陰 茎 腫 瘍 の 発 生 機 転 と し て 可 能 性 の あ
る経 路 は,AbeshouseandAbeshouseに ょ
















近接臓器 に生 じた原発腫瘍 の連続的拡大に よ
る直接的浸潤 は,陰 茎海綿体 の中枢 端 が 前 立
腺,膀 胱,直 腸等 に接 して居 り,こ の三者 が前
述 の如 く原発部位 の過 半数 を占めていることか
らも最 も考え られ る転移形式であ る.し か し転
移巣が陰茎根部附近にな くて亀頭或 は陰茎先端
近 くに孤立性 の腫瘤 として現れ る場合が あり,
また原疾患 の早期 に このような転移 をみる症例
もあつて,近 接臓器 とはいえ直接的浸潤 だけで
は説明出来ず,血 行性 或は淋巴行性転移 が考え
られ る.
血行性 転移 といつて も,腫 瘍細胞が動脈系に
よつて体 内に散布 され る形式 のものは続発性陰
茎腫瘍では少 いようであ る.勿 論,呼 吸器系,
骨,肝 等の如 く遠隔部 に原発巣 を有す る場合は
















































鑑別すべき疾患 としては良性の 腫 瘍,ゴ ム
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図1.尿 道 膀 胱 レ線像.
難難
図2.前 立腺 癌 組織 像(H.E.染 色,100×).












図6.同 上摘 出標 本.
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